
　平成 29 年3 月22 日（水）から、各区の高齢障
害支援課の窓口で「ヘルプマーク」の配布がス
タートしています。
　ヘルプマークとは、義足や人工関節を使用して
いる方、内部障害や難病の方など、外見から分か
らなくても援助や配慮を必要
としている方々が、周囲の方
に配慮を必要としていること
を知らせることで、援助を得
やすくなるよう東京都が開発
したマークです。
　ヘルプマークを身に着けた
方を見かけた場合は、電車・
バス内で席をゆずる、困って
いるようであれば声をかける

など、思いやりのある
行動をしていただけ
れ ば と の 思 い が こ
もっています。
　また、災害時などに
おいても、視覚や聴覚
に障がいがあり、状況
把握が困難な方や、肢
体に障がいがあり、自
力で迅速な避難が困難な方など様々な方へのサ
ポートに繋がればと思います。
　このヘルプマークの件については、横浜市会に
おいて、私も昨年の 5 月の定例会本会議一般質問
にて取り上げるなど、公明党同僚議員と共に幾度
となく取り上げてきたものです。

　「
核
兵
器
の
な

い
世
界
の
実
現
を

強
く
求
め
る
決

議
」
が
、
横
浜
市

会
第
１
回
定
例
会

に
お
い
て
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
世
界
情
勢
が
大

き
く
変
化
す
る

中
、
平
和
首
長
会

議
の
一
員
で
あ

り
、
ピ
ー
ス
メ
ッ

セ
ン
ジ
ャ
ー
都
市
で
も
あ
る
横
浜
市
と
し

て
、
核
兵
器
廃
絶
に
対
す
る
姿
勢
を
明
確
に

示
す
と
と
も
に
、
北
朝
鮮
の
度
重
な
る
愚
行

が
行
わ
れ
る
中
、
横
浜
市
民
か
ら
付
託
を
受

け
た
議
会
の
総
意
と
し
て
、
改
め
て
平
和
に

対
す
る
意
志
を
表
明
し
た
も
の
で
す
。

　
核
兵
器
廃
絶
を
確
か
な
流
れ
と
し
て
い
く

た
め
に
、本
年
3
月
と
6
月
に
開
催
さ
れ
る
核

兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉
会
議
に
向
け
て
、横
浜

市
民
の
声
を
届
け
る
と
と
も
に
、本
年
8
月
に

開
催
さ
れ
る
平
和
首
長
会
議
総
会
を
契
機
と

し
て
、
広
島
市
や
長
崎
市
と
連
携
し
な
が
ら
、

横
浜
の
若
い
世
代
へ
の
平
和
教
育
を
さ
ら
に

推
進
す
る
こ
と
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

核
兵
器

    
廃
絶
決
議

核
兵
器

    
廃
絶
決
議

母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
仮
称
）を

　　

市
内
3
区
に
モ
デ
ル
配
置
し
、

　　

  

妊
産
婦
の
相
談
・
支
援
に
対
応
し
ま
す

母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
仮
称
）を

　　

市
内
3
区
に
モ
デ
ル
配
置
し
、

　　

  

妊
産
婦
の
相
談
・
支
援
に
対
応
し
ま
す

　
日
々
子
育
て
に
奮
闘
し
て
い
る
保
護
者

の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
核
家
族
化
や
地
域

と
の
つ
な
が
り
が
薄
い
こ
と
で
、
悩
み
を

相
談
す
る
相
手
に
恵
ま
れ
ず
、
児
童
虐
待

な
ど
深
刻
な
事
態
を
引
き
起
こ
す
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

　
公
明
党
が
強
力
に
推
進
す
る
安
心
し
て

子
育
て
で
き
る
環
境
整
備
の
た
め
、
区
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
と
地
域
子
育
て
支
援
拠

点
が
連
携
・
協
働
し
、「
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」と
し
て
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
ま
で
の
支
援
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

保
健
師
等
の
専
門
性
を
持
つ
母
子
保
健

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
仮
称
）
を
市
内
3
区

に
モ
デ
ル
配
置
し
、
母
子
健
康
手
帳
交
付

時
に
全
妊
婦
と
面
接
を
行
い
、
出
産
・
子

育
て
準
備
プ
ラ
ン
（
仮
称
）
を
策
定
し
、
個

別
の
事
情
に
沿
っ
て
医
療
機
関
な
ど
と
調

整
し
悩
み
に
対
す
る
相
談
支
援
を
切
れ
目

な
く
行
っ
て
い
き
ま
す
。モ
デ
ル
配
置
の

3
区
で
は
産
後
の
う
つ
の
早
期
発
見
・
支

援
に
む
け
た
取
り
組
み
も
推
進
し
ま
す
。

　
モ
デ
ル
実
施
の
検
証
を
踏
ま
え
、
今
後

全
区
に
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

配
置
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「子育て世代包括支援センター」による
  妊娠期から子育て期までの支援が充実！
「子育て世代包括支援センター」による
  妊娠期から子育て期までの支援が充実！ 子

育
て
支
え
る
公
明
党
の
施
策
実
現
！！

子
育
て
支
え
る
公
明
党
の
施
策
実
現
！！
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民衆の
声

ボイ
ス

横浜市でも「ヘルプマーク」の
配布がスタート！ 　
ヘルプマークを身に着けた方を見かけたら

横浜市でも「ヘルプマーク」の
配布がスタート！ 　
ヘルプマークを身に着けた方を見かけたら

＊
バ
ッ
ク
に
つ
け
た
使
用
例

安心安全のまちづくり安心安全のまちづくり

　古くなった松
見一丁目中央公
園横の手すりの
改修工事が実施
されました。

松見一丁目手すり改修工事

　三枚町のライ
オンズマンション
片倉町前の通学
路の歩道ライン
の再整備が実施
されました。

三枚町　歩道ラインの再整備

　三ッ沢小学校
の前の歩道橋に
ついては、多く
の児童が通学す
る通学路です。
　小学校側から

歩道橋を渡り終えた先の歩道は狭く、死角から飛
び出して自転車と接触するということがありま
した。国土交通省と相談の上、安全対策が実施さ
れました。

三ッ沢小学校前の歩道橋の安全対策

　市民相談の
中で、声が多く
寄せられる一
つがバス停の上
屋やベンチの設
置です。

　設置には、歩道幅や埋設物、交通局の予算等の
関係もありますが、これまで、議会質問でも取り
上げてきました。この度、三ッ沢下町のバス停の
ベンチが設置されました。

三ッ沢下町バス停ベンチの設置

松見一丁目手すり改修工事 三枚町　歩道ラインの再整備

三ッ沢小学校前の歩道橋の安全対策 三ッ沢下町バス停ベンチの設置



　
　
　  

『
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
共
生
社
会
の
実
現
へ
』

　 

竹
内
　
康
洋 
（
神
奈
川
区
選
出
）

　
2
0
2
0
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
機
会
に
、
改

め
て
、
誰
も
が
お
互
い
に
尊
重
し
、
支
え
あ
う
共
生
社

会
へ
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
参
画
で
き
る

環
境
を
整
備
し
、
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
取
り

組
む
こ
と
が
、
普
及
促
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
大
事

な
基
盤
で
あ
り
各
区
局
、
そ
し
て
市
民
の
皆
様
や
活
動

さ
れ
て
い
る
方
々
と
一
緒
に
な
っ
て
、
様
々
な
取
組
を

進
め
て
い
く
と
答
え
ま
し
た
。

 

　
　  

　 

『
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
促
進
へ
』

　 

竹
野
内
　
猛 

（
金
沢
区
選
出
）

　
横
浜
市
が
全
国
に
先
駆
け
て
、
平
成

25
年
度
か
ら
行
っ
て
き
た
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
の
設
置
補
助
事
業
の
普
及
啓
発
と
、
さ
ら
な
る

促
進
策
に
つ
い
て
質
問
。対
象
と
な
る
木
造
住
宅
密
集

地
域
の
自
治
会
・
町
内
会
か
ら
の
申
請
に
あ
た
り
、
こ

れ
ま
で
構
成
員
の
8
割
の
同
意
が
必
要
と
し
て
い
た

条
件
を
、
29
年
度
か
ら
5
割
に
緩
和
す
る
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
。対
象
全
34
万
世
帯
へ
の
無
償
配
布
を
検
討

す
る
な
ど
、取
組
の
加
速
を
要
望
し
ま
し
た
。
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■「依存症治療」の現場を視察■「依存症治療」の現場を視察
　　1 月 6 日、佐々木さや

か、三浦のぶひろ両参議

院議員とともに党横浜

市会議員団として、「独立

行政法人国立病院機構　

久里浜医療センター」の視察へ。樋口病院長、河本精神科

医長よりネット依存症、アルコール依存症、ギャンブル依存

症について説明を頂き、質疑を行いました。

　　同センターは、昭和 38 年に日本で初めてアルコール依

存症専門病棟を設立。自主性を尊重した治療は ”久里浜

方式 ”として全国各地に拡大。平成元年にはＷＨＯ（世界

保健機関）から日本で唯一のアルコール関連問題の施設と

して指定されています。

■児童虐待対策が大きく前進■児童虐待対策が大きく前進

　　市の児童虐待相談対応件数は過去最多を更新。 　昨年１

２月の一般質問で児童相談所と警察の相談機関、教育機 

関が実際に支援を行う現場での更なる 情報共有が大変

重要であり、多くの子どもが救われるよう、これまで以上

の取り 組みを要望し、市長は、「迅速かつ的確に対応して、

児童の安全確認と安全確保をするためには、大変重要と

考えています。これまで 以上に現場での連携が円滑に図

られるよう、情報共有に関する取決めの協議を行ってまい

ります。」と答えました。　

 　その後、本年 2 月 8 日、市は、神奈川県警察と横浜市児

童相談所 が連携に関する協定を締結しました。３月１日か

らは、今まで文章による情報共有が、電話１本でのやり取り

で敏速な情報交換が可能となりました。

平
成
29
年
度
予
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

平
成
29
年
度
予
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

平
成
29
年
度
予
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

　  

　  

『
病
院
に
あ
る
救
急
車
の
活
用
』

　 

加
納 

　
重
雄 

（
瀬
谷
区
選
出
）

　
近
年
、
救
急
車
の
利
用
率
は
極
め
て

高
く
、
救
急
出
場
件
数
の
増
加
は
避
け

ら
れ
な
い
見
通
し
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
年
間
約
一
万
件
あ
る
医
療
機
関
か
ら
他
の

医
療
機
関
へ
患
者
を
搬
送
す
る
転
院
搬
送
は
、
病
院
が

所
有
す
る
病
院
救
急
車
に
協
力
を
頂
き
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
救
急
搬
送
に
病
院
救
急
車
の
活

用
を
検
討
す
べ
き
」と
提
案
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
救
急
搬
送
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
関
係

局
・
医
療
関
係
団
体
・
医
療
機
関
等
の
協
力
も
頂
き
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
」と
答
え
ま
し
た
。

          『
柳
原
良
平
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
開
設
』

　 

福
島
　
直
子 

（
中
区
選
出
）

　
昨
年
ご
遺
族
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た

4
8
4
8
点
に
及
ぶ
柳
原
良
平
氏
作
品

の
常
設
展
示
場
で
あ
る「
柳
原
良
平
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」が
、
新

年
度
予
算
に
よ
り
、
み
な
と
み
ら
い
21 
地
区
の
帆
船
日
本

丸
隣
り
に
あ
る
横
浜
み
な
と
博
物
館
に
開
設
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、柳
原
良
平
氏
が
横
浜

を
中
心
に
海
・
船
・
港
の
作
品

を
多
く
手
掛
け
、帆
船
日
本
丸
の

誘
致
に
も
尽
力
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、公
明
党
市
会
議
員
団
と
し
て

常
設
展
示
場
の
開
設
を
市
に
強

く
求
め
て
き
た
も
の
で
す
。

　
　
　  

　 

『〈
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
〉
推
進
』

　 

行
田  

朝
仁 

（
青
葉
区
選
出
）

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

高
齢
や
障
が
い
な
ど
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、全
て
の
人
が
楽
し
め
る
よ
う
に
作
ら
れ
た
旅
行
の
こ

と
。国
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る
横
浜
に
お
い
て
、

3
年
後
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、世
界
中
か
ら
障
が
い

の
あ
る
方
の
来
日
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
健
康
上

の
理
由
で
旅
行
を
諦
め
て
い
る
方
も
い
る
こ
と
か
ら
、市

内
の
観
光
地
、
ト
イ
レ
情
報
の
発
信
を
す
る
な
ど
、
不
安

を
少
し
で
も
軽
減
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

　
局
長
は
、
各
局
と
連
携
し
て
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
対

応
を
進
め
る
と
答
え
ま
し
た
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
、
高
齢
の
方
に
と
っ
て
、
居
住
も
旅

行
も
よ
り
安
心
で
き
る
横
浜
へ
前
進
し
て
参
り
ま
す
。

資
源
循
環
局

消
防
局

総
務
局
局

　
　
　 

　
　
　  

　 

『※

S
D
G
s
と
連
携
し
た
環

境
未
来
都
市
に
』

　 

仁
田
　
昌
寿 

（
南
区
選
出
）

　
横
浜
市
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
28
年

度
ま
で
の
環
境
未
来
都
市
計
画
に
沿
っ
て
横
浜
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
事
業
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
次
期
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
国
連
の
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）
と
連
携
し
た
視
点
を
持

ち
、
環
境
・
社
会
・
経
済
の
3
つ
を
統
合
す
る
な
ど
先

進
的
な
計
画
と
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
全
国
を
リ
ー
ド
す
る
計
画
と
な
る
よ
う

求
め
て
行
き
ま
す
。

温
暖
化
対
策
統
括
本
部

市
民
局

港
湾
局

  

　
　  

『※

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
を
通
じ
た
国
際
貢
献

に
つ
い
て
』

　
　
安
西  

英
俊 

（
港
南
区
選
出
）

　
横
浜
市
も
、
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
着
実
に
推
進
し
、
世
界
の
平
和
と
安
定
に

貢
献
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
質
問
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
横
浜
市
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
主
体
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
意
義
は
非
常
に
大
き
い
と
考
え
て
お
り
、

横
浜
の
取
組
が
世
界
の
課
題
解
決
に
ど
う
貢
献
で
き
る

か
を
常
に
心
が
け
、
多
く
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
連
携
し
た

「
世
界
と
と
も
に
成
長
す
る
」
自
治
体
外
交
を
実
践
し
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
く
と
答
え
ま
し
た
。

国
際
局

　
　
　 

『
通
学
定
期
券
の
値
下
げ
実
施
』

　 
望
月  

康
弘 

（
港
北
区
選
出
）

　
地
下
鉄
・
市
営
バ
ス
の
通
学
定
期
券

の
値
下
げ
の
内
容
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

　
地
下
鉄
は
た
と
え
ば
横
浜
〜
新
横
浜
間
の
場
合
で
、

中
学
生
の
6
か
月
定
期
が
現
在
よ
り
3
2
0
0
円
、
市

営
バ
ス
の
中
学
生
の
6
か
月
定
期
が
現
在
よ
り

5
2
9
0
円
安
く
な
る
な
ど
、
30
年
3
月
よ
り
値
下
げ

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

交
通
局

■上郷・森の家を視察■上郷・森の家を視察
　1 月 30 日、党横

浜市会議員団で栄

区にある同施設を

視察。横浜自然観

察の森や金沢市民

の森、金沢動物園に隣接し、四季を通じて自然とふれあう

ことができる施設で、市内小学校の体験宿泊学習の他、一

般の方々の利用もあり、年間約 3 万人の方が宿泊してい

ます。オープンから24年が経過したことから、市として設備

の老朽化対策と更なる活用を目指し、PFI/RO という公民

連携手法を活用してリニューアルする方針です。

神奈川県警察と横浜市児童相談所が
連携に関する協定を締結

 

『
災
害
時
の
小
学
校
備
蓄
品
が
、

　
　
　       

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
！
』

　
市
立
小
学
校
で
は
、
災
害
時
の
留
め
置
き
児
童
用

に
、
全
校
児
童
の
20
％
分
の
飲
料
水
と
ク
ラ
ッ
カ
ー
を

備
蓄
し
て
い
ま
す
。市
立
小
学
校
に
お
け
る
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
を
も
つ
児
童
は
全
児
童
の
約
3
％
で
、
そ
の
中

に
小
麦
が
ア
レ
ル
ゲ
ン
で
あ
る
と
い
う
児
童
は
約

1
6
0
人
い
ま
す
。そ
こ
で
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持

つ
児
童
に
も
対
応
し
た
防
災
備
蓄
品

を
配
備
す
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
原
材
料
が
米
粉
な
ど

小
麦
粉
を
使
用
し
な
い
も
の
の
配
備

を
検
討
し
て
い
く
と
答
え
ま
し
た
。

 

　
　    

　  

『
高
校
入
試
、追
試
験
を
実
施
へ
！
』

　 

斉
藤
　
伸
一 

（
保
土
ケ
谷
区
選
出
）

　
受
験
生
に
と
っ
て
高
校
入
試
は
、そ

の
後
の
人
生
を
左
右
す
る
大
切
な
も

の
で
す
。現
在
、
横
浜
市
立
高
校
の
入
試
で
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
罹
患
、
ま
た
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
生
徒

は
、
本
人
の
申
し
出
に
よ
り
別
室
で
の
受
験
と
な
り
ま

す
。そ
こ
で
、
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
受
験
に
臨

め
る
よ
う
、
別
の
日
に
追
試
験
を
行
う
こ
と
を
提
案
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
教
育
長
か
ら
は
、
県
教
育
委
員
会
な
ど

と
協
議
し
、
来
年
度
以
降
の
実
施
を
目
指
し
て
い
く
旨

を
答
え
ま
し
た
。

教
育
委
員
会

※SDGｓ：国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に盛り込まれた17の目標で2016年1月1日に発効。


